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27日

立教開宗会

27日19：00

信行会（唱題行）

27日19：00

信行会（唱題行）

21日8：00～15：00

22日8：00～12：00

妙見宮大祭
27日19：00

倍行合（唱蓮行）

東
日
本
大
震
見

物
故
者
一
周
忌

法
婁
奉
修

一
万
五
千
人
を
超
え
る
尊
い

生
命
を
奪
い
、
日
本
に
未
曾
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
早
一

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
三
月
十
一
日
に
祖
師
堂

に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
物

故
者
一
周
忌
法
要
が
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。

導
師
を
務
め
ら
れ
た
二
宮
別

昔
は
、
犠
牲
物
故
者
の
回
向
と

被
災
地
の
早
期
復
興
を
祈
念
さ

れ
、
副
導
師
の
宮
崎
執
事
長
は

全
国
檀
信
徒
よ
り
お
申
し
込
み

を
頂
き
ま
し
た
卒
塔
婆
供
養
の

回
向
を
行
な
い
ま
し
た
。

卒
塔
婆
供
養
代
金
の
一
部
五

万
円
を
被
災
地
復
興
の
た
め
に

寄
付
さ
せ
て
頂
く
事
に
い
た
し

ま
し
た
。
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三
月
十
六
日
は
日
蓮
大
聖
人

の
恩
師
で
あ
る
追
善
御
房
の
祥

月
命
日
で
し
た
。

朝
勤
終
了
後
、
宮
崎
執
事
長

を
導
師
に
道
善
御
房
の
墓
前
に

て
第
七
百
三
十
七
遠
忌
の
報
恩

法
要
を
厳
修
致
し
ま
し
た
。

㌢
蒜
丘
陵
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

三
月
五
日
、
研
修
会
館
を
会

場
に
千
葉
県
教
化
研
究
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
趣
旨
を
「
震
災
復
興
・

彿
教
復
興
」
と
慈
し
、
講
師
に

は
、
小
谷
み
ど
り
さ
ん
と
正
木

晃氏。参
加
者
は
定
員
を
超
え
る
人

数
と
な
り
、
熱
心
に
一
日
を
過

ご
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

三
月
四
日
に
、
南
関
東
最
後

の
原
生
林
を
有
す
る
山
岳
原
野

を
走
る
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た。
昨
年
ま
で
は
清
澄
寺
は
ゴ
ー

ル
地
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
は
清
澄
寺
が
ス
タ
ー

ト
と
ゴ
ー
ル
と
な
る
周
回
コ
ー

ス
で
の
大
会
で
し
た
。

読
経
に
つ
づ
い
て
、
宮
崎
執

事
長
は
報
恩
抄
の
一
節
「
さ
れ

ば
花
は
根
に
か
え
り
、
真
味
は

土
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
功
徳
は

故
・
道
善
房
の
精
霊
の
御
身
に

あ
つ
ま
る
べ
し
」
と
奉
上
し
回

向
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

境
内
で
は
ス
タ
ー
ト
前
に
、

片
桐
鴨
川
市
長
（
日
澄
寺
住
職
）

の
御
挨
拶
が
あ
り
引
き
続
き
、

宮
崎
執
事
長
か
ら
参
加
者
の
皆

さ
ん
に
、
当
山
の
寺
歴
と
無
事

完
走
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
片
桐
市
長
の
大
鐘

を
撞
い
て
の
ス
タ
ー
タ
ー
と
な

り
、
厳
寒
の
中
六
百
名
を
超
え

る
参
加
者
で
、
大
変
な
賑
わ
い

を
み
せ
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
順
位
を

競
う
人
や
参
加
す
る
事
を
楽
し

む
方
達
等
、
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た

が
、
大
き
な
怪
我
や
事
故
も
な

く
参
加
者
の
九
十
九
％
の
方
が

完
走
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た。
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回両駆案雨日頃読朝娼l甜願㊥
室
山
で
は
、
朝
の
勤
行
の
折
に
お
預
り
致
し

ま
し
た
祈
願
・
昏
向
を
勤
め
て
お
り
ま
す
。

※
読
み
上
げ
祈
願
・
回
向
は
、
1
日
千
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

※
1
週
間
・
1
0
日
間
・
2
0
日
間
・
1
ケ
月
間
等
、
お
受

け
で
き
ま
す
の
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

＝
ご
祈
願
（
例
）
＝

。
学
校
の
試
験
当
日
～
発
表
ま
で
の
問

。
ご
自
分
の
願
掛
け
を
数
日
間

。
営
病
平
癒
で
は
祈
願
数
ヶ
月
間

。
安
産
祈
願
で
は
予
定
日
ま
で
の
数
日
間

。
そ
の
他
、
各
種
祈
願
承
り
ま
す

＝
ご
回
向
（
例
）
＝

。
〇
〇
〇
〇
〇
霊
位
ご
命
日
ま
で
の
1
週
間

。
○
○
家
先
祖
代
々
霊
位
お
盆
中
の
3
日
間

。
お
彼
岸
中
の
1
週
間

。
〇
〇
〇
〇
〇
霊
位
新
盆
に
あ
た
る
為
1
ケ
月
間

※
詳
細
は
、
瀞
澄
寺
　
庶
務
部
ま
セ

電
話
〇
四
－
七
〇
九
四
1
〇
五
二
五

※
こ
こ
か
ら
は
前
号
・
前
々
号

の
抜
粋
記
事
と
な
り
ま
す
。

国
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ

り
ま
す
大
ス
ギ
（
千
年
杉
）
が
、

十
一
月
十
二
日
に
精
密
器
械
で

の
検
診
を
行
な
い
ま
し
た
。

年
末
年
始
の

行

　

事

大
晦
日
は
夕
刻
ま
で
に
お
お

か
た
の
準
備
が
万
端
整
い
、
年

末
年
始
の
行
事
が
、
十
九
時
か

ら
の
除
夜
祭
で
始
ま
り
ま
し

た。

法
要
は
二
宮
別
首
を
導
師

に
、
山
務
月
が
出
仕
。

本
堂
～
祖
師
堂
と
法
要
が
厳

修
さ
れ
、
年
越
し
の
参
籠
者
（
四

十
名
）
　
の
方
々
も
参
列
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
読
経
の
中
、
感
謝
の

焼
香
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

㊥
水
　
行

寒
風
の
中
、
二
十
三
時
三
十

分
、
村
田
執
事
補
を
導
師
に
大

森
主
事
、
小
港
＼
林
・
遠
山
各

千
年
杉
は
老
木
な
の
で
、
切

っ
た
り
穴
を
開
け
た
り
し
な
い

で
音
響
波
に
よ
っ
て
内
部
の
診

断
を
す
る
方
法
で
し
た
。

単
木
と
し
て
は
全
国
第
二
位

の
杉
で
あ
り
ま
す
の
で
、
精
密

診
断
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今

後
の
保
存
計
画
を
た
て
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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（参列者に挨拶をされる別苦）

みすよき

師
に
よ
る
水
行
式
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

参
篭
の
檀
信
徒
や
新
春
初
詣

の
方
々
の
見
守
る
中
、
水
行
肝

文
を
唱
へ
、
気
合
い
を
入
れ
て

の
水
行
で
し
た
。

水
行
が
終
わ
り
ま
す
と
そ
の

周
り
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
弊
束

を
、
我
先
に
と
参
詣
者
の
方
々

が
お
取
り
に
な
り
、
一
年
間
無

病
息
災
の
御
守
り
と
し
て
持
ち

か
え
ら
れ
ま
し
た
。

㊥
一
番
祈
祷

二
十
四
時
を
過
ぎ
ま
す
と
、

新
年
最
初
の
ご
祈
祷
を
受
け
よ

う
と
参
詣
祈
願
者
で
堂
内
は
一

杯
と
な
り
、
全
国
か
ら
一
番
祈

棒
の
申
し
込
み
も
含
め
、
数
百

体
の
祈
願
札
が
並
ぶ
中
、
修
法

導
師
に
宮
崎
執
事
長
導
師
の
も

と
、
厳
修
し
ま
し
た
。

㊥
初
日
の
出

本
年
は
曇
り
空
の
中
、
研
修

会
館
よ
り
唱
題
行
脚
に
て
檀
信

徒
と
と
も
に
旭
が
森
へ
と
歩
み

ま
し
た
。

天
気
予
報
が
小
雨
予
報
で
、

ご
来
光
は
拝
め
ま
せ
ん
で
し
た

が
一
同
に
お
題
目
を
唱
え
、
一

年
の
無
事
を
祈
願
致
し
ま
し

た。

二
月
三
日
、
毎
年
恒
例
の
節

分
追
健
法
要
が
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
晴
天
の
中
奉
行
さ
れ
ま

した。大
童
で
は
早
朝
よ
り
、
地
元

漁
業
組
合
の
皆
様
を
は
じ
め
、

多
く
の
参
拝
者
に
、
節
分
特
別

祈
祷
が
お
こ
な
わ
れ
、
仝
山
木

勅
の
妙
音
が
響
き
わ
た
っ
て
お

り
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
に
な
る
と
、
研

修
会
館
か
ら
、
地
元
消
防
団
員

の
金
棒
を
先
頭
に
、
二
宮
別
首
、

片
桐
鴨
川
市
長
、
清
興
出
演
の

五
月
み
ど
り
さ
ん
、
ご
来
賓
の

皆
様
の
お
練
り
行
列
が
お
こ
な

わ
れ
、
五
月
み
ど
り
さ
ん
を
一

目
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
参
拝
者

よ
り
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て

お
り
ま
し
た
。

大
堂
に
到
着
す
る
と
、
節
分

追
健
法
要
が
厳
修
さ
れ
、
法
要

後
、
祖
師
堂
特
別
ス
テ
ー
ジ
に

お
い
て
、
参
拝
者
の
年
中
安
泰
・

無
病
息
災
を
祈
り
豆
ま
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
福
は
内
　
福
は
内
　
福
は

内
」
　
二
宮
別
昔
の
声
高
ら
か
な

発
声
の
も
と
、
豆
ま
き
が
は
じ

ま
る
と
、
境
内
を
埋
め
尽
く
し

た
参
拝
客
は
、
「
福
は
内
」
と

い
う
掛
け
声
と
と
も
に
飛
ん
で

く
る
豆
を
両
手
を
広
げ
て
受
け

取
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
研
修
会
館
に
て
、

五
月
み
ど
り
さ
ん
に
よ
る
清
興

が
お
こ
な
わ
れ
、
観
客
の
前
ま

で
き
て
歌
を
歌
う
、
握
手
に
も

笑
顔
で
応
じ
る
と
い
っ
た
サ
ー

ビ
ス
に
、
会
館
内
は
拍
手
喝
采

で
盛
り
上
っ
た
ス
テ
ー
ジ
と
な

り
、
参
拝
者
か
ら
は
　
「
た
く
さ

ん
の
福
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」

と
の
お
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

と
言
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す

が
、
今
年
は
彼
岸
に
な
っ
て
も

寒
い
天
候
で
し
た
。

ま
さ
に
二
十
六
年
ぶ
り
の
寒

さ
を
締
め
く
く
る
よ
う
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
梅
と
桜
の

開
花
が
同
時
に
見
ら
れ
る
と
言

う
珍
し
い
光
景
を
目
の
当
た
り

に
し
、
速
め
か
ら
見
ま
す
と
、

花
に
く
わ
し
く
無
い
方
は
ど
ち

ら
が
桜
で
ど
ち
ら
が
梅
？
な
ん

て
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
一

年
が
ア
ツ
と
言
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
が
、
当
山
で
は
正
当
の
十

一
日
に
祖
師
堂
に
て
法
要
を
奉

修
致
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
新
聞
等
で
も
報
道
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
被
災
関

係
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
改

め
て
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。


